
臼杵市産業観光課 食文化創造都市推進室

資料２－２
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臼杵市の概要

臼杵市

祖母・傾・大崩
ユネスコエコパーク

世界農業遺産
国東半島宇佐地域

国際的温泉観光地
別府・湯布院

竹田市

由布市

別府市

臼杵市

（県庁所在地）

大分市

･･･ ＣＣＮＪ加盟都市

（大分県含む）

人 口 ･････ 約3.6万人

面 積 ･････ 291.20㎢

主要産業 ･･･ 醸造業、農業、

造船業

1
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臼杵の食文化

1 3
2

3
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
臼杵市食文化創造都市推進室の首藤です。先ほどの、佐藤陽平さんの事例発表にもありましたが、臼杵の食文化の特徴を紹介いたしますと。
一つ目は400年以上前から臼杵の産業を支えている発酵醸造業。
（味噌醤油の生産量は大分県が全国屈指にありますが、そのうちの9割以上は臼杵で作られています。）
二つ目は江戸時代の質素倹約の精神から生まれた郷土料理があります。
（写真はクチナシの実を使った黄飯や魚の中落ちを使ったきらすまめしと言うものです。倹約の中にも明るく華やかな工夫があります。）
三つ目が土づくりからこだわった野菜たちです。

こうしたものは、臼杵の水をはじめとする環境が支えてくれているものです。　SDGｓを視野に入れた創造都市の到達目標とアプローチと言う意味で言えば、まずはこの環境を次世代につなぐ。また、食文化を活かした産業振興。とりわけ、初期の段階にあるので市民がいかに理解し、参画していくような土壌を作っていくかと考える




3

13校）

市立中学校（ 5校）

県立海洋科学高等学校

県立臼杵高等学校

臼杵市内小中高等学校

市役所
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臼杵食文化創造都市推進協議会 体制図

・醸造業(味噌)

・醸造業(醤油)

・醸造業(酒造業)

・有機農業関連

・水産関連

【商工団体】

・臼杵商工会議所

・野津町商工会

・臼杵市商店街連合会

・一般社団法人臼杵青年会議所

【農業水産関連団体】

・大分県農業協同組合南部事業部

・大分県漁業協同組合臼杵支店

・臼杵市農漁村女性組織連絡協議会

・ほんまもん農産物推進ネットワーク

・認定農業者

【飲食業】

・臼杵市料飲店組合

・市内飲食店

【アドバイザー】

・大分経済同友会

・立命館アジア太平洋大学

・別府大学

・合同会社FUKUO

・一般社団法人ひとねるアカデミー

・大分県中部振興局

・大分県芸術文化スポーツ振興課

【醸造業】

・市内味噌醤油製造業

・市内酒造業

【教育機関】

・大分県立海洋科学高等学校

・大分県立臼杵高等学校

【観光関連団体】

・一般社団法人臼杵市観光協会

・株式会社まちづくり臼杵

【その他】

・臼杵市食生活改善推進協議会

・地域振興協議会

・臼杵のほんまもん食材とエネルギー

資源の地域循環に関する協議会

【臼杵市】

・臼杵市役所

・臼杵市市政アドバイザー

・創造都市研究者

・飲食業

・文化関連

・商工業

・食文化関連

臼 杵 食 文 化 創 造 都 市 推 進 協 議 会

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 事 務 局

・政策監（食文化創造都市推進特命）

・政策監（総務企画担当）

・産業観光課 食文化創造都市推進室

・秘書・総合政策課

・おもてなし観光課

・農林振興課

・文化・文化財課

・学校教育課

各1名
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
協議会の組織図です。商工団体などの代表で組織し、かねてから創造都市を推進している経済同友会やSDGSの第一人者の須藤教授などにアドバイザーとして参画していただいている。その下部機関として、ワーキンググループを置いている。市の関係部署は、産業部門、農林、文化、教育、移住等の部署で事務局を組織している。
来年度は、より、地域に根差し、意見を吸収できるよう、有機農業以外の農業生産者や地域振興協議会なども巻き込む予定。
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就学前：
スローフードアカデミー

小中学校：
郷土料理教室など

高校生以上：
創造都市の取組に参画
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13人）

☑ 就学前

16

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本スローフード協会に委託しているスローフードの勉強会。全6回。市民が地球にやさしい暮らしを勉強。
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アクション

✓子ども達が園で育てた野菜を保護者に食べてもらう

✓スローフードの情報共有と発信により保護者に周知

✓生産者として有機野菜がどのように作られているか
発信する
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、スローフードアカデミーの一場面。
今後、自分たちができるプロジェクトを整理し、発表。
【気づき】アカデミーで一番ワクワクしたこと／心に残っていること／気になって仕方がないことは？
【アイデア】自分の生活／仕事／臼杵のまち／日本や世界の中で取り組むとしたら、どんなことができそう？
【仲間づくり】どんな人と一緒にやる？どんな場所で？どんな風に？
【未来予想図】そのプロジェクトはいつまでに、どんな風に育てていきたい？

行政ばかりが取り組んでも、意味がない。市民自らが行動を起こしてほしい、先ほどのアンバサダーやスローフードアカデミーでネットワークがうまれ、そのネットワークが小さくても自らあらたな行動を起こす。それが広がっていけばいいなと思う。市民や事業者が常に創造的なことに取り組んでいる街でありたい。（そうすれば、いずれは予算は必要なくなる）



地元農産物の学校給食供給

臼杵市では、2000年に学校給食を自校方式から給食センター方式へと変更
するのに伴い、日本一の給食センターを目指し、地産地消のみならず給食の
質の向上も目的として、地元産農産物の積極的な使用を開始。

地元でとれた新鮮で安全な野菜を給食で使用することで、子どもたちの健
全な育成とともに、子どもたちへの農業に対する理解や地元への愛着を養っ
ている。現在では、有機栽培による本市の独自地域ブランド農産物の「ほん
まもん農産物」も積極的に利用して安全性を高めるだけでなく、ほんまもん
農産物の収穫体験等も行うなどして、食育の取組も積極的に行っている。
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小学校 ８/１３校
中学校 １/５校

市内料理人と食生活改善推進協議会の協力
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大分県立臼杵高等学校

全校生徒数 ５４１人（R4.4.1）

１９？？年 ユネスコ部設立
２０１７年 ユネスコスクール加盟認定（ほかに大分県立三重総合高等学校が加盟）

２０２２年度 部員 ４１人（３年１８人、２年７人、１年１６人）
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臼杵高校ユネスコ部

 ユネスコ創造都市について

 臼杵の食文化について

12

 司会進行（準備段階から）

 ほとんどの部員が聴講

シンポジウム

 しゃもじde味噌すくい

 臼杵市社会福祉協議会に寄付

春のうすき食文化フェス
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シンポジウム2022

 サステナブル？

 発酵・醸造の魅力？
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
シンポジウムでは、サステナブルガストロノミーとはと題して、ＳＤＧｓを意識したパネルディスカッションを。
（著名人を呼んで、より多くの人に興味を持っていただけるよう、）

（サステナブル・ガストロノミーとは、食材の産地、栽培方法、市場、それが食卓に届くまでの各段階で、 サステナビリティ (持続可能性) を意識した食・食文化を指します。私たちは、より多くの方々とともに大分県独自の食を取り巻く文化や歴史・環境を守りながら、時代に合わせてアップデートしていくことで、未来の食卓も豊かであり続けることを目指しています。）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
映画祭。上映したものは環境保全に資するもの。市内有機農業者などのグループ「ひゃくすた」と共同で企画・運営
ひゃくすたの代表は移住してきた有機農業者。移住という面では、移住者からは有機野菜の給食使用への評価が高い。自然も人も健康でが間接的に転入、移住に貢献
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2022 大分県

臼杵高生徒がオリジナルスイーツ考案 市内店舗で販売へ

グランプリ
臼杵高校の２人はユネスコ創造都市ネットワークに登録され
た同市の食文化をＰＲしようと出場。味付けが高く評価され
た。「びっくりしたけどうれしい。まずは地元の皆さんに食
べてもらいたい」と話した。

高校生料理コンテスト（大分市 国際調理師専修学校）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、ユネスコ創造都市ネットワークの先輩の鶴岡市の様子。商工会議所の青年部がおこなった創造都市の会議とフェスティバル。臼杵市も声がけをいただいて参加しました。
財源の一部につるおか食のイベント支援補助金が充てられているそうです。本市でも、同様の補助金を準備し、市民の活動を支援していきたいと考えている。
こうした仕掛けで、受け入れ態勢の整備と市民や事業者の取組を支援して、好循環を生み出したい。
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大分県立海洋科学高等学校

全校生徒105人

本科は生徒の希望により2年次から航海コース、機関コース、食品コースに分かれる。

食品コースでは、土曜海鮮朝市での魚のさばきサービスやマグロの解体ショーなど、地域に
開かれた活動を多く取り入れている。
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PROJECT

LOCAL FISH CAN グランプリ
地元食材を使った缶詰の開発

カボスブリ（備蓄用）

2021年 ブダイ×スパイシー（優秀賞）

2022年 ブダイ×ミソ（優秀賞）
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臼杵湾干潟の激減したアサリの回復のため、天然採苗と保護を同時に行う技術
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臼杵の郷土料理をマスター！料理教室

料亭で郷土料理（茶代寿司）を調理

30
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ストーリーブック(海編）
での対談（撮影風景）
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大分県ユネスコ協会連盟

✓ 個人会員、団体会員、維持会員、

✓ 高等学校（７）

大分上野丘、臼杵、大分東、大分雄城台、杵築、中津北、三重総合

主な活動
８月 高校生ユネスコクラブ等交流研修会
１１月 九州ブロック・ユネスコ活動研究会（R４：徳之島、R５：佐賀）
１１月 ユネスコ世界寺子屋運動 街頭募金
１２月 〃 書き損じハガキ回収運動（昨年度全国２番目）

ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市として、同連盟と連携を図る

✓ 書き損じはがき回収運動
～ 市職員からの回収に加え、食文化関連行事等で回収を推進（年間）

✓ R５事業から、県内高校ユネスコ部の参画を図る【例：クリエイティブフェス】
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この4月に大分の別府市にあります、立命館アジア太平洋大学、ＡＰＵにサステナビリティ観光学部が新設される。観光だけでなく環境や経済なども取り入れたもので、今後連携を図る。

「環境」「社会」「経済」「文化」の4つの要素を取り入れた9つの科目群（観光学、観光産業、ホスピタリティ産業、環境学、資源マネジメント、国際開発、地域づくり、社会起業、データサイエンスと情報システム）を設ける。（循環型地域社会の形成」や「観光による地域の開発・価値創造」に注目。持続可能な社会づくりを研究する「サステイナビリティ学」と地域の経済・文化に影響を与える「観光」の両面）





